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論文内容の要旨
合成化合物の中には、微生物分解を受け難い化合物、すなわち難分解性化合物と呼ばれるものがあり、
これらはしばしば環境汚染の原困なる。この問題を解決するために、微生物による分解機構を解明する必
要がある。このような観点から、著者は微生物難分解性化合物のー種であるトピアス酸 (2-アミノ l ナ
フタレンスルホン酸)を唯一の炭素源として資化する細菌を十.壌より分離し、 トビアス酸の基本骨栴をな
すナフタレン環の分解機構の解明を酵素化学的に検討した。
まず、トピアス般分解闘の検索、|司定、及び、培養実験による代謝経路の推定を行った。その結果、土
壌よりトビアス酸資化細菌として分離したSphingornoflαspαucirnobilisTA・2が、トビアス酸代謝におい
てナフタレン代謝と穎似したサリチル酸に至る代謝経路と、ゲンチジン酸経路を経たサリチル酸代謝経路
を持つことを明らかにした。次に、代謝経路上の種々の酵素の性質について調べた。最初に、ナフタレン
環の開裂に関与する1.2-ジヒドロキシナフタレンジオキシゲナーゼを分離し、1.2-ジヒドロキシナフタレ
ンから 2-ヒドロキシクロメンー2咽カルボン酸(2HC2CA)を調製した。続いて、 2HC2CAイソメラーゼを分離
精製し、その酵素学的な'性質を調べ、生成物がtrans・0ー ヒドロキシベンジリデンピルベート (tHBP)である
ことを初めて明らかにした。さらに下流に位置するtIIBPヒドラターゼーアルドラーゼは、本細菌では少な
くとも 3種類存在することを示し、そのうちの 2種類の酵素について酵素学的性質を調べ、 PCMBより阻
害の有無、およびペプチドマップに大きく追いのあることを見Hlした。また分ヂ遺伝学的解析を行い、醇
素遺伝子の塩基配列の解析から全アミノ酸配タIJを明らかにし、それらが互いにアイソザイムであること、
tHBPヒドラターゼーアルドラーゼは2種額のグループに分頒されることを明らかにした。本研究で得られ
た知見は、ナフタレン環を基本骨格とする難分解性化合物の資化分解、分解菌の育種、環境浄化技術へ大
いに寄与するものである。
論文審査の結果の要旨
有用化学合成物質のうち、生分解を受け難いものは、残留して屡々環境汚染の原因物質となる。この問
題の解決には、この物質を分解する有用微生物の検索、行種とそれによる分解機構の解明が最良の方策で
ある。本論文は、難分解性化合物の・種、トビアス酸 (2-アミノー 1-ナフタレンスルホン駿)資化細菌の
分離と、それによるトピアス椴分解機構を酵素化学的に解明した結果を纏めたものである。
著者は、 トピアス酸を唯一の炭素源とする培地に成育し、資化する細菌の 1雨株を土壊より分離し、
Sphingomonas pαucimobilis TA・2であると同定した。次いで、塙養実験により代謝産物の同定とその分
-58-
解経路を検討し、木細雨はナフタレン代謝経路と組似するトビアス酸からサリチ yレ酸に至る伏謝料路と、
ゲンチジン酸を経由するサリチル酸代謝経路を!oJ日与に持ち作わせていることを明らかにした。さらに、 ト
ビアス駿代謝経路に関わる酵素群について検討し、ナフタレン環開裂の最初のステップに関与する1， 2-ジ
ヒドロキシナフタレンジオキシゲナーゼを分離精製し、木帯京を用いて 1，2-ジヒドロキシすフタレンから
2-ヒドロキシクロメンー2-カルボン酸(2fIC2CA)の調製に成功した。また、剥製した2IIC2Cf¥を基質とする
イソメラーゼを分離精製し、醇素学的性質を詳細に調べ、反応斗:成物がtrans-o-ヒドロキシベンジリデン
ピJレベー ト (tHBP)であることを明らかにした。さらに代謝下流で働く tHBPヒドラターゼ・アルドラーゼは
本細蘭には少なくとも 3種存在し、そのうちの2種の酵素は、 PCMBより阻害機構、タンパクのペプチド
マップに差異の見られること、また分子追伝学的解析を行い塩某配タIJの解析から全アミノ駿配列を決定し
て、それら 2種の酵素が互いにアイソザイムであることを明らかにした。加えて、これらの結果から、
tHBPヒドラターゼーアルドラーゼは2種のグ‘ループに分類すべきであると提唱した。
上述の様に、本論文は土壊より分離した細菌ーのナフタレン環を基本骨格とする難分解性化合物の資化分
解経路について解明したもので、その成果は環境浄化技術の分野に新知見を提示するのみならず、生物分
子機能学、特に酵素化学の分野に著しく員献するものであり、博士(理学)の学位授ワに値するものと審
査した。
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